
白石市期間入札実施要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、白石市財務規則（昭和５９年白石市規則第１１号。以

下「財務規則」という。）及び白石市建設工事執行規則（昭和４０年白石市

規則第８号。以下「建設工事執行規則」という。）の規定に基づき、書留郵

便により特定の期間に入札書を提出する入札（以下「期間入札」という。）

の実施について、必要な事項を定めるものとする。 

２ 書留郵便と同様に封かん及び封印したものを持参する場合は、これを書

留郵便とみなす。 

（用語の定義） 

第２条 この要綱において使用する用語であって、財務規則及び建設工事執

行規則その他の法令において使用する用語と同一のものは、これと同一の

意味において使用するものとする。 

（対象となる入札） 

第３条 期間入札の対象は、市が執行する競争入札のうち、財務規則第９２

条及び建設工事執行規則第６条に規定する公告並びに財務規則第１００条

第２項及び建設工事執行規則第７条第２項に規定する通知（以下「公告等」

という。）において、期間入札と定めたものとする。 

（入札の公告等） 

第４条 市長は、期間入札と定めた案件については、公告等において、次の

各号に掲げる事項も併せて公告等を行うものとする。 

(1) 入札書の提出方法 

(2) 入札書の提出期限 

(3) 入札書の提出先 

(4) 入札回数 

(5) 入札執行の場所及び日時に代えて開札の場所及び日時 

(6) 期間入札の条件に反した入札書を無効とする旨 

(7) その他必要と認める事項 

（入札回数） 



第５条 期間入札に付したときの入札回数は、1 回とする。 

（入札書等の提出方法） 

第６条 期間入札の入札者は、入札書（様式第１号）その他の公告等におい

て指定する書類（以下「入札書等」という。）を一般書留又は簡易書留によ

る郵送若しくは持参のいずれかの方法により、第４条に規定する入札書の

提出期限までに入札書の提出先へ提出しなければならない。 

２ 入札書等を提出するときは、次のとおりとする。 

(1) 入札案件ごとに内封筒、外封筒の二重封筒とする。 

(2) 内封筒には入札書及び工事費内訳書（建設工事の入札の場合に限る。）

を入れ、入札者の商号又は名称及び入札件名並びに入札書が在中である

旨を記載し、封筒の貼り付け部分を入札者の使用印（競争入札参加資格

審査申請においてあらかじめ使用印として届出がなされた印をいう。）で

割印をする。 

(3) 外封筒には前号の内封筒及び公告等において指定する書類並びに当該

入札における担当者の連絡先を確認できる書類又は名刺等を封入し、表

側に第４条に規定する入札書の提出先、入札件名及び入札書の提出期限

並びに入札書が在中である旨を記載し、表側又は裏側のいずれかに入札

者の住所及び商号又は名称を記載して提出するものとする。 

４ 入札保証金を必要とするときは、入札保証金を納付したことを確認でき

る書類を前項第３号に規定する外封筒に同封しなければならない。 

（入札書の保管等） 

第７条 市長は、前条の規定による入札書等を受領したときは、期間入札を

執行する所属において、開札日時まで開封せずに金庫等で厳重に保管しな

ければならない。ただし、開札日時の前に入札参加資格を確認する等の必

要があるときは、外封筒を開封して書類等を確認するものとする。 

２ 市長は、前条の規定により入札書等を持参した入札者がいたときは、受

領した旨を記載した書類を入札者へ交付するものとする。 

３ 入札書等の提出状況に関する問い合わせについては、応じないものとす

る。 

４ 受領した入札書等は、差替えをすることができない。 



 （入札の辞退） 

第８条 入札参加申請を行った者又は指名通知を受けた者は、期間入札を辞

退することができる。 

２ 前項の規定により辞退をするときは、期間入札を辞退することを記載し

た書類（以下「辞退届」という。）を、第４条に規定する開札の日時の前ま

でに、期間入札を執行する所属に持参若しくは封筒の表側に辞退届が在中

である旨を記載した一般書留又は簡易書留により提出するものとする。 

３ 第６条の規定により入札書等を提出した者であっても、辞退届は提出で

きるものとする。 

４ 辞退届は、撤回することができない。 

（無効の入札） 

第９条 次の各号のいずれかに該当する期間入札は、無効とする。 

(1) 入札に参加する資格のない者がした郵便入札 

(2) 入札保証金を必要とする場合、第６条第４項に規定する書類の同封が

されていない期間入札 

(3) 一の期間入札について同一の入札者が２通以上の入札書を提出した期

間入札 

(4) 入札者の記名押印がない期間入札 

(5) 入札金額を訂正している期間入札 

(6) 入札金額その他重要事項の記載が不明確な期間入札 

(7)公告等において指定する書類の未同封等、第６条に規定する方法によら

ない期間入札 

(8) 公告等で示した入札書の提出期限を過ぎて到達した期間入札（第１２

条の規定により、期間入札を延期した場合を除く。） 

(9) 明らかに不正によると認められる郵便入札 

(10) その他入札に関する条件に違反してなされた期間入札 

（開札の傍聴） 

第１０条 入札者又はその代理人は、開札を傍聴することができる。 

２ 開札の傍聴を希望する入札者又はその代理人は、公告等に記載した時刻

までに開札の場所へ参集しなければならない。 



３ 入札者又はその代理人が開札を傍聴するときは、入札者は本人であるこ

とを確認できるものを提示又は提出し、代理人は傍聴委任状（様式第２号）

を提出しなければならない。 

４ 市長は、前項に規定する入札者又は代理人を開札に傍聴させなければな

らない。ただし、開札を傍聴させることが適切でないと判断したときは、

その限りでない。 

（開札立会人） 

第１１条 市長は、開札の前に、開札を傍聴する者の中から、２人の開札立

会人を選任するものとする。 

２ 市長は、前項に規定する開札立会人が２人に達しないときは、当該入札

事務に関係のない職員１人を開札立会人とする。 

３ 開札立会人は、開札の終了後、立会人署名書（様式第３号）に署名する

ものとする。 

（入札の延期、中止、取消し） 

第１２条 市長は、郵便事情等により事故が発生したとき又は不正な行為等

により必要があると認めるときは、期間入札の延期及び中止又は期間入札

の取消しをすることができる。 

（開札） 

第１３条 開札は、公告等に記載した開札日時に、第１０条の規定により傍

聴する者及び第１１条に規定する開札立会人が立ち会って行う。 

（落札者となるべき者が２人以上あるときの落札者の決定） 

第１４条 開札の結果、落札となるべき同価格の入札をした者が２人以上あ

るときは、くじにより落札者を決定する。 

２ 前項のくじの方法は、入札者があらかじめ入札書に記載した３桁のアラ

ビア数字で構成される「くじ番号」（くじ番号を記載していないときは、９

９９をくじ番号とみなす。）及び白石市競争入札参加承認番号の下３桁を別

記に定める所定の計算式に当てはめて算出した結果によって落札者を決定

する。 

３ 前項のくじの方法により落札者を決定することができないときは、これ

に代えて、当該入札事務に関係のない職員にくじを引かせるものとする。 



４ くじによる抽選は、開札後、直ちに行う。 

（落札者の決定） 

第１５条 市長は、期間入札により落札者を決定したときは、当該落札者に

速やかに連絡し、契約締結に必要な書類の提出を指示する。 

（入札結果の公表） 

第１６条 入札結果は、期間入札を執行した所属において、次に掲げる事項

を速やかに公表する。 

(1) 期間入札に付した件名 

(2) 開札日時 

(3) 入札者の商号又は名称 

(4) 落札者の商号又は名称 

(5) 落札金額 

(6) 無効の期間入札を行った者又は失格となった者並びに期間入札を辞退

した者があったときはその旨 

２ 入札結果が白石市建設工事等入札結果公表実施要綱（平成１９年白石市

告示第４１号）第３条に該当するものであるときは、前項の規定によるも

ののほか、同要綱により公表するものとする。 

 （随意契約による契約締結に関する規定の準用） 

第１７条 この要綱は、随意契約の場合に準用する。この場合において、こ

の要綱中「期間入札」とあるのは「特定の期間を定めた見積徴収」と、「入

札書」とあるのは「見積書」と、「入札者」とあるのは「見積者」と、「入

札金額」とあるのは「見積金額」と、「入札回数」とあるのは「見積回数」

と、「入札」とあるのは「随意契約」と読み替えるものとする。 

（委任） 

第１８条 この要綱に定めるもののほか、期間入札に係る手続きその他必要

な事項は、別に定める。 

   附 則 

 この告示は、令和２年４月１４日から施行する。 

  



別記 

 
期間入札における「くじ」の方法について 

 
１ 入札書の「くじ番号」欄に任意の値を記入 

入札者が、くじを行う場合に備えて、入札書の「くじ番号」欄に、入札
書提出時にあらかじめ任意の３桁のアラビア数字「０００～９９９」を
記入する（「０」の桁も記入が必要）。 

なお、記入のない場合や１文字でも判別できない数字がある場合等は、
「９９９」をくじ番号とみなす。 

 
２ くじの手順 

(1) 同額入札者に、白石市競争入札参加承認番号の下３桁の小さいもの
から順に「抽選番号」（０，１，２，３，…）を付与する。 

(2) 同額入札の入札書に記載された任意の「くじ番号」を合計し、その
合計額を同額入札者の数で除し、「余り」を算出する。 

(3) 上記(1)の「抽選番号」と上記(2)の「余り」が一致した者を落札者と
する。 

 
 

例）入札参加者４者が同額入札の場合 
(1)「抽選番号」を付与 

業者名 
白石市競争入札 
参加承認番号 

抽選番号を付与 

Ａ社 ０５１ ０ 

Ｂ社 １３７ １ 

Ｃ社 １４２ ２ 

Ｄ社 ６５７ ３ 

 
(2) くじ番号の和を求め、同額入札者数で除し、余りを算出 

業者名  くじ番号  

Ａ社 ０４０ 

Ｂ社 ８５２ 

Ｃ社 ２９１ 

Ｄ社 ９９９ 

 
(3) 落札者の決定 

業者名  抽選番号  抽選結果 

Ａ社 ０  

Ｂ社 １  

Ｃ社 ２ 落札決定 

Ｄ社 ３  

 

０４０＋８５２＋２９１＋９９９ 

＝２１８２ 

２１８２÷４者＝商５４５（余り…２）  


